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要         旨 

日本人の三大死因であるがん、脳血管疾患、心疾患、さらに、糖尿病、高血

圧症、腎疾患などはいずれも生活習慣病とされている。これらの疾病に対する

予防法や治療法の開発は、重要な社会問題となっている。これらの疾病の中

で、がんは現在、日本人の死因の第一位である。また、慢性腎臓病の発症や進

展には糖尿病などの生活習慣病との関与が非常に強い。これらの背景のもと、

申請者は、実際に使用されている抗悪性腫瘍剤（抗がん剤）である PSK（ク

レスチン）ならびに腎症治療剤である AST-120（クレメジン）に注目し,それ

らの新たな作用機序を調べ明らかにした。  
がん細胞は、生体内の免疫排除機構からの回避能を有しており、このがんの

免疫回避に関与する細胞の 1 つとして、免疫を抑制する制御性 T 細胞 
( Regulatory T cell : Treg )の存在が挙げられる。そこで、申請者はまず、がん

の免疫回避に関与する Treg に対する PSK の効果およびその機序について調

べた。まず in vitro で PSK の Treg の誘導に対する抑制効果を示した。次い

で、PSK をラットに投与し、その Meth A 腫瘍に対する抗腫瘍効果を示した

後、PSK 投与により生体内の Treg の割合が抑制されることを示した。これに

より PSK の抗腫瘍効果における新たな作用機序の可能性が明らかとなった。 
次いで、慢性腎不全用剤 AST-120 の早期の糖尿病性腎症に対する効果およ

びその作用機序について調べている、AST-120 は経口吸着炭の医薬品であ

り、消化管や腸管内で産生される尿毒症毒素を吸着し、便とともに排泄するこ

とで、慢性腎臓病における尿毒症症状の改善や透析導入の遅延をもたらすと考

えられている。近年腎疾患と糸球体細胞の一つであるポドサイトの障害との関

係が明らかになってきた。そこで AST-120 のポドサイト障害に対する効果に

ついて検討を行った。その結果、AST-120 投与によりポドサイトの障害が有

意に軽減され，尿中アルブミンおよびタンパク排泄が抑制されることを初めて

示した。 

以上の結果は、新規な抗がん剤や腎症治療剤の開発、新たな使用法の提案な

どに大きな貢献を果たすものと考えられた。 
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